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　Fig．　II．　 The 　prQduction　of 　turb 五d

　　　 matter 　fro皿 fresh　 sake 　by

　　　 heating　 at 　 various 　 pH ．

　　 Experimental 　condition ；

（1）The　fresh　sake 　 was 　 heated　at

various 　pH ，　 and 　 the　 turbidity
was 　 measured 　 after 　2　days，　 Then
reheat 　 the　 samp 工es　 after 　readjusting

the 　pH 　to （2）pH 　4，50，（3 ） pH
4．70，and 　（4）　pH 　5，00，　 and 　the
turbidity 　 was 　 measured 　 after 　3
days．

て い る．

　　　　　　　　　　　結　　　　　言

　以 上 の 諸実験を要約すれば， 垂 口 酒 は火入 操作を行 う事 に よ り，

必 ずそ の 澄 明度が 悪 くな り， その 原因 と な る混濁母物質は 原醪 の

pH が4・6附近 で 最 も垂 口 酒へ の 移行が悪 く，火入 の 際の pH が4・10

− 4・30の 時 に 最 も強 く混濁物質 に変化 し，混濁 物質 とな つ た もの

は，清酒 の pH が 4・70〜5．10に あ る時最もとけ 難 く澄 明度指数 は

大 とな り，こ れ よ り酸性側，ア ル カ リ性側に 移 る と急激 に これ が

減少す る．従つ て 清酒の 所謂蛋白混濁は 混濁母物質が火 入 操作 に

よつ て 混 濁物質に 変 る現象で あろうと推論 したが これ らの物質に

つ い て の 考察は 次報 に の べ る，
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清酒醸造過 程に 於 け る ア ミ ノ 酸 の 消長 に 関す る研究

（第 2 報） セ リ ン 量 に 就 て

寺本 四郎 ・吉 野大 資 ・
橋 田　度 ・関　交 彦 （大 阪 大 学工 学部醸酵工 学教室）

　　　森 　 太 郎 ・渡 辺 和 夫 （K ・K 本 嘉納商店研究室）

緒 言

　私達 は前報
1）

で 清酒醸造過程に 於ける グ ル タ ミ ン 酸 の 消長 に 就 き報告 し た．本報 で は ，Leueonostoc　mesenteroides

を 用 い た Bioassay に 依 り前 報 と同 じ試料に 就 きセ リ ン 含量 を 測 定 し そ の 消長を追及 した．セ リン は 簡単な構造

の 中性 ア ミ ノ 酸で あ り， 又清酒火落菌 の 発育に 於 て 重要 な 因子で あ る こ と を寺本等 が 認 め て い る
2）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 寞　験　之　部

（1） 試料　齣報
1） に 於 て述 べ た 如 く調製した 各試料を封管 して 殺菌し冷蔵室 で 保存したもの を用 い た．

【2｝ 分析方 法　セ リ ン の 分析 は STEELE 等 の 培地 8）
に Leueonostoc　mesenteroides 　ATcc 　8041 （京大片桐研究室

よ り頂 い た もの ）を用 い た Bi【rassay に 依つ て 行 つ た．培地中 に シ ス チ ン ， 葡萄 糖が存在する場合 に 加圧殺菌す

る とセ リン 活性吻質を生ず る事が MCGoy 等
4）

に よ り報 ぜ られ て い る の で 殺 菌 は す べ て 100℃ で右つ た．
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　 セ リ ン の 標準曲線を第 1図 に ， 回収 率 を第 1表に示すが ， 概ね満足な もの と思 わ れ る．

　〔3〕 分析結果及び考察

　 a ） 製麹 （掛麹） 経 過 に 就 て

　分析結果は第 2 表に 示 す 如 くで あ る．水溶性区分 の セ リン 量 は グル タ ミ ン 酸 の場合
1） と同 様 に A 蔵 ，

B 蔵共麹

菌の発育 に 伴つ て 増加 し最高積替乃 至 は 出麹 に 於 て 最大 とな る，54全 試 料IC対 す る 水溶性区 分 の セ リ ン の 割合 は

出麹 に 於 て も約 3 ％ に 過 ぎず ， 製麹経過 に於 て は水溶性 セ リン 量 は 僅 少 で あ る事が 認 め られ る．
　 b） 醪仕込 経過に 就 て

　結果は A 蔵 に つ い て は 第 3表，B 蔵 に つ い て は 第 4表 に 示 し た ，表中 2）仕 込配 合 よ ：
’
の 計算 に 用 い た ， 仕込用

米及 び 酒粕 に 就 て の 分析値は 次 の 如 くで あ る．

　仕込 用 米 ： 総 窒素7・742mg ／9，
　 L一セ リン 2．650mg19

　酒粕 ω ： 総窒素 22．2mg ！g，　 L一セ リン 8．325mg ／g

　酒粕 （B） ： 総窒素 26・2mg ！9，　 L 一セ リ ン 7．850mg ！9

　セ リ ン 量 は 標準の DL −serine の 活性簧が L一型 の50％ とし て すべ て L一型 で 示 した．

　酸分解液 に 就て の 分析値は一・般に 仕込配合か らの 計算値 よ り低 い 値 とな つ て い るが ，之 は 酸分解 の 時 の 条件等
の 影響に よ る もの と考 え られ る．又 セ リ ン は 酸分解 が 過 変の 時は若干破壊 され る こ と も知られて い るの で ， こ れ

に 基 づ く誤 差 は 当然者え られ る．更 に 水溶性区分 の セ リン 量 は ， 試料中に セ リ ン ーペ プ チ ドが 存在する 場合，実際

第 2 表 　製 麹 経過 （掛麹） に覦 て
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よ り上 廻 つ て 表 わ れ る事 も考慮 せ ね ば な らな い だ ろ う．従 つ て 本報で は セ リ ン 量の 相対的 な 消長 に 重 点 を置 い て

検討 を進 め た．

　（1 ） 仕込 用米及 び 清酒に 就 て の 分析結果 ：

　私達 の 分析値を田村そ の 他
b）の 報文 と比較す る と ， 先 づ 清酒 の セ リ ン 量 は 田村氏の 値 の 約60％ に 相 当して い る．

これは私逮 の 試料が 3倍増醸酒で あ る事 に基 づ くと考え られ る，調味 ア ル コ ール 添加薗の 試料 に就 て は同氏等の
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値 に 近 似 した値を得 て い る．清酒 A 及 び B を酸 で 分解 し た 試料 につ き，その 総 セ リ ン 量 （結合型 ＋ 遊離 型 ）を測

定し ， 水溶陛区分申 の 遊離 セ リン 量 に 対す る比を求め る とA で は 75％ ，
B で は8エ％で あつ た．即 ち遊 離状態 の セ

リン の 方が総 セ リ ン よ り多 い とい う結果に な るが，之は 酸 分解 の 際に セ リ ン が破壊きれ た もの で あら う．田村氏

も清酒 に 於 て 遊離 セ リ ン 量 に 対す る 1時間 及 び 7時間酸分解液中の 総 セ リン 量の 比 が 各 々 80％ ，
70％ で ある事を

報じて い る．

　仕込用米に 於 て セ リン の 粗蛋 白 質 （総 窒素 x6 ・25）に 対す る比 は 5・6％で あ り，田村氏 は 精製 せ る米 グル テ リ

ン に 就 て の 比 を6．2％ と報 じ て い る．こ の 差は 私達 の 値が米その もの に 就 て で あ る の に 依ると思われ る．

　 （ii） 米 よりセ リ ン の 遊離 ：

　水溶性区分 の セ リン の 全 試 料総 セ リ ン に 対 す る 比（d！b）を み るに，A 蔵 で は 酒母は 55．3％ で あ る が 仕込直後で

は 10・4e／eLZ 減少 し ・ そ の 後醗酵 の 進むに伴 い 増加し留後 15日で52・2％ に 達す る．酒粕 ， 調味 ア ル コ ール 等の 添加

ic依 り31．8％ とな るが 酒 母 の 添 加に よ りセ リン の 遊離が急速 に 進み 57・！％ に 至 る．　 B 蔵 で は酒 母 38．6％，仕込 直

後6・8％ ，留 後 15日で 42・7％ に な り， 酒粕 ， 調味 ア ル コ ール 添 加後26．7％ ， 揚前 で 57，1％ に 至つ て い る． こ の 様

に グ ル タ ミ ン 酸 の 場合 と同様に 醸酵 の 盛衰に 伴つ て 遊離され る様 で あ る．水溶性区分 に於 け る セ リ ン 窒素 の 総窒

素に 対する比（e ／c ）をみ る と， 酒母で は 6・3％ （A 蔵 ）及 び5・9％ （B 蔵 ）， 仕込 直後 で は 4・1％及 び 3．8％，そ の 後 セ

リン の 剖合 は増加 して 8 ・4％で 揚前に及ん で い る．之 は水溶性区分の 蛋自系含窒素物の 分解 が 進むに 伴 い ， セ リ

ン の 遊離す る割合が増加 す る事 を 示して い る．仕込用米 に就 て セ リン 窒素と総窒素の 比は 4 ．6％ で あ り，之 に 対

し留後 10日 目以後 の 醸造経遇 に 於て は セ リ ン 窒 素 と総 窒 素 との 比 （e ！c ）は 仕込用米 の それを上廻 つ て い る，こ の

事よ り清酒醸造過程 に 於 て は セ リ ン は 遊離状態 に な り易い 様 に 考 え られ る．前報 グル タ ミ ン 酸の 場含略 々
一

定 の

比で推移す る事と考へ 合はせ る と興味深 い．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　　　約

　LetreOnostoc　mesentereides を用 い る B三〇 assay に 依 り3 倍増醸 経 過 に於 け る各 工 程試料 に つ きセ リン 含量 を測定

し た．

　製麹 工 程に 於 け る セ リン の 遊離は グ ル タ ミ ン 酸同様 僅 少 で あ る．

　醪 工 程 IC於て は水溶性窒素成分の 分解が進むに 伴 い セ リ ン の 遊離割合が増加す る．揚前で は水溶性区分の 総窒

素及 び セ リン の ・全試料中の 各 々 に 対する 割合は 26〜32％ ， 及 び 51〜57％ で あ る．仕込 用 米 に 就 て の セ リン 窒素

と総 窒素の 比 は 4．6％で あり之に 対 し 留 後 10日 目以 後 の 醸造経過 に 於て は セ リ ン 窒 素 と総窒素との 比は仕込用米

の それを上廻つ て い る．この 事よ リセ リン は 清酒醸造過程 に 於 て遊離 され 易い 様に 考 え られ る．

　終 りに 臨 み 終 始 御鞭撻 を賜 わ り本報文 の 発表 を許可 きれ た KK 本嘉納商店嘉納副社長，木 暮 生 産 部 長 に 深 謝致

し ます．

　本報 は 昭和31年 4 月 日本農 芸 化学 会 大会 に 於 て 発裘 し た．
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